
国土地理院撮影 三陸沿岸空中写真による崩壊箇所の概略推定 
阿部真郎（奥山ボーリング（株）） 

檜垣大助（弘前大学） 
 

3/12, 13, 19 国土地理院撮影の空中写真（約 1/20,000 ＨＰ公開）を用いて、概略判読で

東北地方太平洋沖地震によると推定される新規崩壊箇所を抽出した。短時間の判読のため、

目視による崩壊可能性のある箇所をざっと探しただけなので、今後の詳細調査が必要であ

る。 
 
範囲：青森県八戸市南部から三陸海岸沿いに牡鹿半島まで沿岸のみ（添付枠の範囲） 
結果：全体に新規崩壊と思われる８箇所しか把握できなかった。そのうち、６箇所が牡鹿

半島に見られた（添付地図に赤点で示す）。いずれも規模は小さい（下表）が、積雪斜面を

泥流状に流下したように見える崩壊が No 4 で２つ見られた。これらに、人家が近接するよ

うな事例は無かった。ただし、崖状の急斜面での岩盤崩落や落石などは判読できない。 
 この地域は、中・古生層と花崗岩が主体の地域でマサ化している所はあるものの、全体

に硬質岩からなるため、大きな崩壊が少なかったと思われる。今後、立体視可能な画像が

出た段階で、新第三紀層―第四紀層の軟質岩の分布が広い奥羽山脈東側や揺れの大きかっ

た阿武隈山地、また、北上山地内陸部の判読が必要である。 
 

 
 
 
 
 
 
 

平成 23 年 3 月 23 日 

三陸沿岸no タイプ 幅(m) 長さ(m) 保全対象
1 崩壊 30 20 道路
2 路面変位？ 40 80 道路
3 山裾侵食 100 道路
4 泥流状崩壊 40 200 山林

30 250 山林
5 法面崩壊 60 15 道路
6 崩壊 80 50 採石場
7 崩壊 40 30 山林
8 崩壊 40 60 採石場
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